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JFE の亜鉛めっき鋼板は未来にはばたきます

“地球と人間に優しいJFE”

私たちのモットーです。

亜鉛めっき鋼板はお客様の厳しい

ご要求に育まれ、快適な作業環境

を維持しながら何時までも高い性能

を保つ商品の製造を色々な分野で

お手伝いしています。



暮らしの中で薄鋼板が使われる範囲は、著しく拡大しています。

とりわけ商品の耐久性の向上、工程省略によるコストダウンなど

を強く求められる分野での亜鉛めっき鋼板の伸びはめざましい

ものがあります。

現在、亜鉛めっき鋼板は経済性に優れた防錆鋼板として、主に建材、

自動車、家電、電子機器などの分野に広く用いられています。

JFEスチールは、最新鋭の設備と長年の技術の蓄積のもとに、各種

の亜鉛めっき鋼板の開発・製造に努力してきました。

JFEの溶融亜鉛めっき鋼板は、純亜鉛めっき、各種合金めっき商品

や独自の高耐食化成処理商品など豊富な品揃えで、常に変化し

高度化、多様化する市場のニーズにお応えしてきました結果、国内・

国外のお客様の皆様の厚い信頼を得るに至っています。

未来にはばたくJFE製品の優れた特性をご理解いただき、いっそう

のご愛顧のほどを、お願い申し上げます。

JFEの溶融亜鉛めっき鋼板 目次

亜鉛めっき鋼板の種類と特長······························································2
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亜鉛めっき鋼板の種類と特長

品·種
めっきの
種類

商品名 特長

溶融亜鉛

めっき

純亜鉛 JFEガルバジンク

●·鋼板に亜鉛を溶融めっきした製品です。

●·薄めっき材は溶接性、加工性に優れています。

· 一般用から深絞り用まで用途に応じて使用できます。

●·厚めっき材は耐食性に優れています。スパングルや後処

理の選択で用途に応じて広く使用できます。

JFEガルバジンクアロイ

●·亜鉛を溶融めっきしたあと、再加熱して鉄と合金化した

製品です。

●·めっき層が亜鉛・鉄の合金層のため、塗料密着性および

塗装後の耐食性が良好です。

· また、通常の亜鉛めっきに比べ溶接性が優れています。

合金 エコガル Neo

●·エコガルNeoはZn−5%Al合金めっきに微量のマグネシ

ウムとニッケルを添加することで、Zn−5%Al合金めっ

き鋼板より優れた耐食性を実現しためっき鋼板です。更に

高耐食クロメートフリー化成処理を施すことが可能です。

●·優れた耐食性とともに、めっき層の密着性と展伸性がい

いので、優れた加工性を発揮します。

●·外観は美麗で、塗装しない用途への適用が可能です。

ガルバリウム鋼板

●·質量比率で約55％のアルミニウムと亜鉛からなる合金

めっき鋼板です。

●·アルミニウムのもつ耐熱性、熱反射性に加えアルミニウ

ムと亜鉛の耐食性を併せ持った製品です。

●·表面は美麗な銀白色を呈しています。

電気亜鉛

めっき

純亜鉛 JFEエクセルジンク

●·亜鉛を電気めっきした製品のため、表面が平滑美麗です。

●·原板と同等の材質を有し、加工性は良好です。薄めっき

ですから溶接も容易です。

●·後処理方法により、塗装性と耐指紋性、潤滑性等をそな

えたものもあります。

合金 JFEエクセルジンクニッケル

●·亜鉛とニッケルの合金を電気めっきしたものです。

●·純亜鉛めっきに比べると3〜5倍の耐食性があります。

●·加工性、溶接性にも優れています。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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商品名 JFEガルバジンク JFEガルバジンクアロイ

めっき層

特性

加工性
一般用から深絞り用までそろっており、加工度に

応じて選択できます。

JFEガルバジンクと同様に、一般用から深絞り用

まで加工度に応じて選択できます。

溶接性

亜鉛の付着量によって溶接の難易度は変わりま

す。付着量60/60以下の薄めっきのものは、溶

接条件を選択することによって、ほとんど通常の

薄鋼板と変わらない溶接が可能です。

表面が亜鉛・鉄合金のめっき層ですから、通常の

亜鉛めっき鋼板にくらべ溶接性が優れています。

適切な溶接条件を選べば、一般の冷延鋼板と同様

の溶接ができます。

塗装性
スパングルを選択することによって、平滑な塗装

皮膜が得られます。

めっき層に鉄を含むこと及び適度に表面が多孔質

で緻密な凹凸をもっていますから、すぐれた塗料

密着性が得られます。

耐食性

めっき付着量は電気亜鉛めっき鋼板よりも多く、

耐食性に優れています。亜鉛自身のもつ耐食性と

合わせて、亜鉛の地金に対する犠牲防食作用によ

り、赤錆の進行を遅らせます。

鋼板の保護能力は JFEガルバジンクと同様に良

好ですが、さらに優れた塗料密着性をもち、特に

塗装後に高い耐食性を発揮します。

用途例

建築

サッシ、シャッター、ドア、フェンス、壁・間仕切り、

天井下地、梁・間柱、デッキプレート、足場パイプ、

ベランダ、カーポート、ダクト、ガードレール·など

サッシ、シャッター、ドア、フェンス、

壁・間仕切り、天井下地、梁・間柱、ベランダ、

カーポート、物置　など

電機
洗濯機、冷蔵庫、掃除機、エアコン、ファンヒーター、

OA機器、エレベーター、自動販売機外板　など

洗濯機、冷蔵庫、掃除機、エアコン、照明器具、

OA機器、ファンヒーター、エレベーター、

家電内部部品　など

自動車
ドア、フェンダー、ヒートインシュレーター、

エアークリーナー、足回り補強部品　など

ドア、フェンダー、トランクリッド、

フード、ガソリンタンク　など

その他
鋼製家具，配電盤、ドラム缶、

ビニールハウス用パイプ　など

鋼製家具、業務用機器（机、椅子、ロッカー、

キャビネットなど）配電盤、灯油タンク　など

商品名 エコガルNeo ガルバリウム鋼板

めっき層

特性

特性

Zn−5%Al 合金めっき鋼板に比較して優れた

耐食性を実現しためっき鋼板です。めっき層の

加工性・溶接性はGI 同等です。また、外観は

美麗で、塗装しない用途への適用も可能です。

めっき層に多量のアルミニウムを含んでいるた

め、裸での耐食性は防錆鋼板の中でも群を抜い

ています。アルミニウムのもつ耐酸性、耐熱性・

熱反射性に優れ、加工性、塗装性も良好です。

用途例
建築部材（建築金物全般、パイプ用素材、塗装原板）、

電機部材用途（モーターケース）、自動車電装部品

産業機械、電機機器、土木・建築、

エアコン室外機···など

溶融亜鉛めっき鋼板の特性と用途

亜鉛

鋼板

亜鉛・鉄合金

鋼板

Zn−5%Al−微量Mg
−微量Ni添加合金めっき層

鋼板

55％アルミニウム・亜鉛合金

鋼板

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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溶融亜鉛めっき鋼板の製造工程

高　炉

石
灰
石

コ
ー
ク
ス

鉄
鉱
石

純酸素転炉

真空脱ガス炉

鋼片加熱炉

連続鋳造 スケール
ブレーカー

粗圧延機 熱間仕上圧延機

酸洗ライン

酸洗コイル

冷延コイル

酸洗ライン 連続式冷間圧延機

ホットコイル

溶融亜鉛めっきライン

ペイオフリール

ウェルダー

入側ルーパー

焼鈍炉

溶融亜鉛ポット

エアークーリング

合金化処理装置

亜鉛付着量計
亜
鉛
付
着
量
制
御

水冷
スキンパスミル

テンションレべラ－

化成処理

表面
検査 オイリング装置

出側ルーパー テンションリール

原　板
● 熱延酸洗コイル
● 冷延コイル

焼　鈍
● ライン内で焼鈍
　 し、材質を調整
    します。

めっき
● 溶融亜鉛に浸漬
　 してめっきしま
　 す。
● 亜鉛付着量は気
　 体の圧力で制御
　 します。

化成処理
● 耐食性、塗装性
　 向上のための各
 　種化成処理を行
　 います。

● JFEガルバジンク
● JFEガルバジンク
　 アロイ
● エコガルNeo
● ガルバリウム鋼板

合金化
● めっき後再加熱
　 し均質な鉄・亜
　 鉛合金層としま
　 す。

商　品

クーリングタワー部

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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高　炉

石
灰
石

コ
ー
ク
ス

鉄
鉱
石

純酸素転炉

真空脱ガス炉

鋼片加熱炉

連続鋳造 スケール
ブレーカー

粗圧延機 熱間仕上圧延機

酸洗ライン

酸洗コイル

冷延コイル

酸洗ライン 連続式冷間圧延機

ホットコイル

溶融亜鉛めっきライン

ペイオフリール

ウェルダー

入側ルーパー

焼鈍炉

溶融亜鉛ポット

エアークーリング

合金化処理装置

亜鉛付着量計
亜
鉛
付
着
量
制
御

水冷
スキンパスミル

テンションレべラ－

化成処理

表面
検査 オイリング装置

出側ルーパー テンションリール

原　板
● 熱延酸洗コイル
● 冷延コイル

焼　鈍
● ライン内で焼鈍
　 し、材質を調整
    します。

めっき
● 溶融亜鉛に浸漬
　 してめっきしま
　 す。
● 亜鉛付着量は気
　 体の圧力で制御
　 します。

化成処理
● 耐食性、塗装性
　 向上のための各
 　種化成処理を行
　 います。

● JFEガルバジンク
● JFEガルバジンク
　 アロイ
● エコガルNeo
● ガルバリウム鋼板

合金化
● めっき後再加熱
　 し均質な鉄・亜
　 鉛合金層としま
　 す。

商　品

高炉 転炉 連続式熱間圧延機

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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溶融亜鉛めっき鋼板の化成処理の種類と特長

●クロメートフリー化成処理

区分
化成処理と皮膜 品質特性

皮膜構成 記号 化成処理の種類 耐食性 導電性 潤滑性 塗装性 耐指紋性

JFE

ガルバジンク

有機

汎用
JC クロメートフリー処理 ○ ○ ○ ○ ○

無機

汎用
JB クロメートフリー処理 ○− ○ ○− ○ ○−

無機 JM クロメートフリー処理 ○ ○ ○ ○ ○

JFE

ガルバジンク

アロイ

有機

汎用
JC クロメートフリー処理 ·○ ○ ○ ○ ○

無機

汎用
JB クロメートフリー処理 ○− ○ ○− ○ ○−

ガルバリウム

鋼板

有機

汎用
FJ クロメートフリー処理 ◎ ー ○ ○ ー

エコガル

Neo

有機

汎用
EN クロメートフリー処理 ◎ ○ ○ ○ ○−

無機

汎用
EX クロメートフリー処理 ◎ ○ ○ ○ ○

クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

高耐食クロメートフリー皮膜

高耐食クロメートフリー皮膜

Zn−5%Al−微量Mg
−微量Ni添加合金めっき層

Zn−5%Al−微量Mg
−微量Ni添加合金めっき層

鋼　板

鋼　板

クロメートフリー皮膜

亜鉛・鉄合金めっき層

鋼　板

無機クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

無機クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

無機クロメートフリー皮膜

亜鉛めっき層

鋼　板

　	

　	

55%アルミニウム・亜鉛めっき層

鋼　板

クロメートフリー皮膜

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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JFEガルバジンクの種類とその特長
ＪＦＥガルバジンクは、亜鉛のめっき層が比較的厚くて耐食性に優れるものから、めっき層を薄くコ

ントロールして加工性、溶接性が良好なものまで豊富に揃っています。

連続式溶融亜鉛めっき設備で製造しますので、亜鉛めっきの密着性が良く、加工性が良好です。

また表面に各種の化成処理を施すことにより、耐食性や潤滑性の機能を付与しています。

J F E ガ ル バ ジ ン ク

●日本工業規格（JIS）
名 称 記 号

G 3302　溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯 SGHC, SGH400, SGCC, SGCH, SGCD, SGC400, 他

●熱延原板JFEガルバジンク（軟硬質）
名称 記号

構造用一種 JFE-H400-GZ

構造用二種 JFE-H490-GZ

一般用 JFE-HB-GZ

加工用 JFE-HC-GZ

絞り用 JFE-HD-GZ

深絞り用 JFE-HE-GZ

●冷延原板JFEガルバジンク（軟硬質）
名称 記号

構造用一種 JFE-C400-GZ

構造用二種 JFE-C490-GZ

一般用 JFE-CB-GZ

加工用 JFE-CC-GZ

絞り用 JFE-CD-GZ

深絞り用 JFE-CE-GZ

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GZ

超深絞り用一種 JFE-CF-GZ

超深絞り用二種 JFE-CG-GZ

●熱延原板JFEガルバジンク（高張力鋼板）

名称
記号

(・・・ ： 強度レベル）

強度レベル（N/mm2）

310 370 400 440 490 590

一般加工用 JFE-HA・・・-GZ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高伸びフランジ型 JFE-HA・・・SF-GZ ○

低降伏比型 JFE-HA・・・Y-GZ ○

●冷延原板JFEガルバジンク（高張力鋼板）

名称
記号

(・・・ ： 強度レベル）

強度レベル（N/mm2）

340 370 390 440 490 540 590

一般加工用 JFE-CA･･･-GZ ○ ○ ○ ○ ○

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA･･･H-GZ ○

高降伏比型 JFE-CA･･･R-GZ ○

深絞り用 JFE-CA･･･P-GZ ○ ○ ○ ○

超深絞り用 JFE-CA･･･G-GZ ○ ○ ○ ○

低降伏比型 JFE-CA･･･Y-GZ ○

高伸びフランジ型 JFE-CA･･･SF-GZ ○

公的規格商品

JFE規格商品

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET



Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

8

機械的性質（1）

JFEガルバジンクの製造規格

●熱延原板JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 曲げ試験
穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ 
最小

N/mm2

伸び　　　最小　%

内側半径
板厚　mm 板厚　　　mm

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2以下

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2未満

3.2

構造用一種 JFE-H400-GZ 295 400〜 490 18 − −

構造用二種 JFE-H490-GZ 365 490 16 − 　−

一般用 JFE-HB-GZ − − − (2t) −

加工用 JFE-HC-GZ 205 195 270 35 36 37 − −

絞り用 JFE-HD-GZ 195 185 270 37 38 39 − −

深絞り用 JFE-HE-GZ 175 165 270 40 41 42 − −

一般加工用高張力 JFE-HA310-GZ 205 195 310 36 37 − −

一般加工用高張力 JFE-HA370-GZ 235 225 370 33 34 − −

一般加工用高張力 JFE-HA400-GZ 255 245 400 31 32 33 − −

一般加工用高張力 JFE-HA440-GZ 275 440 25 26 27 − −

一般加工用高張力 JFE-HA490-GZ 315 490 21 22 23 24 − −

一般加工用高張力 JFE-HA590-GZ 440 590 18 19 20 − − −

高伸びフランジ型高張力 JFE-HA440SF-GZ 305 440 28 29 31 32 − （70）

低降伏比型高張力 JFE-HA590Y-GZ 325 590 21 22 23 − −

（注）	1．引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板軟硬質JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

曲げ試験

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　% 内側半径

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

1.6以下 1.6超え

構造用一種 JFE-C400-GZ 295 400〜 490 18 − − − − −

構造用二種 JFE-C490-GZ 365 490 16 − − − − −

一般用　 JFE-CB-GZ − − − − − − (1t) (2t)

加工用 JFE-CC-GZ 185 175 165 270 35 36 37 38 39 40 41 42 − − − − −

絞り用 JFE-CD-GZ 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） − − −

深絞り用 JFE-CE-GZ 130 120 110 270 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） − − −

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GZ 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 （1.3） （1.2） 30 − −

超深絞り用一種 JFE-CF-GZ 120 110 100 270 44 45 46 47 48 49 50 51 1.5 1.4 − − −

超深絞り用二種 JFE-CG-GZ 110 100 90 260 45 46 47 48 49 50 51 52 1.6 1.5 − − −

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．	厚さ 0.6mm未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●熱延原板JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 曲げ試験
穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ 
最小

N/mm2

伸び　　　最小　%

内側半径
板厚　mm 板厚　　　mm

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2以下

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2未満

3.2

構造用一種 JFE-H400-GZ 295 400〜 490 18 − −

構造用二種 JFE-H490-GZ 365 490 16 − 　−

一般用 JFE-HB-GZ − − − (2t) −

加工用 JFE-HC-GZ 205 195 270 35 36 37 − −

絞り用 JFE-HD-GZ 195 185 270 37 38 39 − −

深絞り用 JFE-HE-GZ 175 165 270 40 41 42 − −

一般加工用高張力 JFE-HA310-GZ 205 195 310 36 37 − −

一般加工用高張力 JFE-HA370-GZ 235 225 370 33 34 − −

一般加工用高張力 JFE-HA400-GZ 255 245 400 31 32 33 − −

一般加工用高張力 JFE-HA440-GZ 275 440 25 26 27 − −

一般加工用高張力 JFE-HA490-GZ 315 490 21 22 23 24 − −

一般加工用高張力 JFE-HA590-GZ 440 590 18 19 20 − − −

高伸びフランジ型高張力 JFE-HA440SF-GZ 305 440 28 29 31 32 − （70）

低降伏比型高張力 JFE-HA590Y-GZ 325 590 21 22 23 − −

（注）	1．引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板軟硬質JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

曲げ試験

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　% 内側半径

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

1.6以下 1.6超え

構造用一種 JFE-C400-GZ 295 400〜 490 18 − − − − −

構造用二種 JFE-C490-GZ 365 490 16 − − − − −

一般用　 JFE-CB-GZ − − − − − − (1t) (2t)

加工用 JFE-CC-GZ 185 175 165 270 35 36 37 38 39 40 41 42 − − − − −

絞り用 JFE-CD-GZ 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） − − −

深絞り用 JFE-CE-GZ 130 120 110 270 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） − − −

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GZ 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 （1.3） （1.2） 30 − −

超深絞り用一種 JFE-CF-GZ 120 110 100 270 44 45 46 47 48 49 50 51 1.5 1.4 − − −

超深絞り用二種 JFE-CG-GZ 110 100 90 260 45 46 47 48 49 50 51 52 1.6 1.5 − − −

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．	厚さ 0.6mm未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。
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機械的性質（2）

●冷延原板高張力JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　%

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CA340-GZ 215 205 195 340 32 33 34 35 36 37 − − − −

一般加工用 JFE-CA370-GZ 235 225 215 370 30 31 32 33 34 35 − − − −

一般加工用 JFE-CA390-GZ 255 245 235 390 28 29 30 31 32 33 − − − −

一般加工用 JFE-CA440-GZ 295 285 275 440 25 26 27 28 29 30 − − − −

一般加工用 JFE-CA490-GZ 335 325 315 490 20 21 22 23 24 25 − − − −

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA340H-GZ 195 185 175 340 33 34 35 36 37 38 （1.3） （1.2） 30 −

高降伏比型 JFE-CA590R-GZ 440 430 420 590 − 13 14 15 16 17 − − − −

深絞り用 JFE-CA340P-GZ 175 165 155 340 34 35 36 37 38 39 （1.4） （1.3） − −

深絞り用 JFE-CA370P-GZ 195 185 175 370 − 33 34 35 36 37 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA390P-GZ 215 205 195 390 − 31 32 33 34 35 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA440P-GZ 255 245 235 440 − 27 28 29 30 31 （1.3） （1.2） − −

超深絞り用 JFE-CA340G-GZ 165 155 145 340 − 35 36 37 38 39 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA370G-GZ 185 175 165 370 − 33 34 35 36 37 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA390G-GZ 205 195 185 390 − 31 32 33 34 35 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA440G-GZ 245 235 225 440 − 27 28 29 30 31 1.5 1.4 − −

低降伏比型 JFE-CA590Y-GZ 325 315 305 590 16 17 18 20 20 21 − − − −

高伸びフランジ型 JFE-CA440SF-GZ 330 320 310 440 22 23 24 25 26 27 − − − 70

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は直角方向です。
	 2．	厚さ 0.6 ｍｍ未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。
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●冷延原板高張力JFEガルバジンク

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　%

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CA340-GZ 215 205 195 340 32 33 34 35 36 37 − − − −

一般加工用 JFE-CA370-GZ 235 225 215 370 30 31 32 33 34 35 − − − −

一般加工用 JFE-CA390-GZ 255 245 235 390 28 29 30 31 32 33 − − − −

一般加工用 JFE-CA440-GZ 295 285 275 440 25 26 27 28 29 30 − − − −

一般加工用 JFE-CA490-GZ 335 325 315 490 20 21 22 23 24 25 − − − −

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA340H-GZ 195 185 175 340 33 34 35 36 37 38 （1.3） （1.2） 30 −

高降伏比型 JFE-CA590R-GZ 440 430 420 590 − 13 14 15 16 17 − − − −

深絞り用 JFE-CA340P-GZ 175 165 155 340 34 35 36 37 38 39 （1.4） （1.3） − −

深絞り用 JFE-CA370P-GZ 195 185 175 370 − 33 34 35 36 37 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA390P-GZ 215 205 195 390 − 31 32 33 34 35 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA440P-GZ 255 245 235 440 − 27 28 29 30 31 （1.3） （1.2） − −

超深絞り用 JFE-CA340G-GZ 165 155 145 340 − 35 36 37 38 39 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA370G-GZ 185 175 165 370 − 33 34 35 36 37 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA390G-GZ 205 195 185 390 − 31 32 33 34 35 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA440G-GZ 245 235 225 440 − 27 28 29 30 31 1.5 1.4 − −

低降伏比型 JFE-CA590Y-GZ 325 315 305 590 16 17 18 20 20 21 − − − −

高伸びフランジ型 JFE-CA440SF-GZ 330 320 310 440 22 23 24 25 26 27 − − − 70

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は直角方向です。
	 2．	厚さ 0.6 ｍｍ未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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亜鉛付着量

●JIS規格商品
めっきの両面付着量表示記号 Z08 Z10 Z12 Z18 Z20 Z22 Z25 Z27 Z35 Z45 (Z60)

めっきの両面最小付着量
3点法 (g/m2)

80 100 120 180 200 220 250 275 350 450 (600)

相当めっき厚さ (mm) 0.017 0.021 0.026 0.034 0.04 0.043 0.049 0.054 0.064 0.08 (0.102)

1）	めっき付着量の測定方法は JIS	H	0401の規定によります。
2）	Z60についてはご相談ください。

●JFEガルバジンク
めっきの両面付着量表示記号 45/45 60/60 75/75 90/90 120/120 140/140 150/150

めっきの両面最小付着量
3点法 (g/m2)

60 80 100 120 180 200 220

めっき付着量は JIS	H	0401の規定に従い、3点法で測定します。

化成処理

分類 区分 記号

クロメートフリー系

有機汎用 JC

無機汎用 JB

無機 JM

（注）無処理材の場合は、表示しないかまたは記号Mで表示します。

塗油

塗油の種類 記号

塗油 O

無塗油 X

スパングル

種類 記号 備考

ゼロスパングル ZS 極微細化処理

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●熱延原板（熱延原板を用いた軟硬質の場合）	 	 	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

610以上
1,200未満

1,200以上
1,500未満

1,500以上
1,733以下

1.60以上 2.00未満 ±0.17 ±0.18 ±0.19

2.00以上 2.50未満 ±0.18 ±0.20 ±0.22

2.50以上 3.15未満 ±0.20 ±0.22 ±0.25

3.15以上 3.20以下 ±0.22 ±0.24 ±0.27

●冷延原板	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

610以上
630未満

630以上
1,000未満

1,000以上
1,250未満

1,250以上
1,600未満

1,600以上
1,830以下

0.40以上 0.60未満 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.08

0.60以上 0.80未満 ±0.07 ±0.07 ±0.07 ±0.07 ±0.08

0.80以上 1.00未満 ±0.07 ±0.07 ±0.08 ±0.09 ±0.10

1.00以上 1.25未満 ±0.08 ±0.08 ±0.09 ±0.10 ±0.12

1.25以上 1.60未満 ±0.09 ±0.10 ±0.11 ±0.12 ±0.14

1.60以上 2.00未満 ±0.11 ±0.12 ±0.13 ±0.14 ±0.16

2.00以上 2.50未満 ±0.13 ±0.14 ±0.15 ±0.16 ±0.18

2.50以上 2.80以下 ±0.15 ±0.16 ±0.17 ±0.18 ±0.21

寸法許容差

寸法許容差は JIS	Ｇ	3302を適用します。厚さの許容差を以下に示します。

厚さ許容差は原板の表示厚さに相当めっき厚さを加えた数値に対して適用します。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●化成処理別製造可能寸法について

	 適用する化成処理によって製造可能範囲は異なります。

　別途、ご相談下さい。

JFEガルバジンクの製造可能範囲　1
製造可能寸法の例を以下に示します。以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

3.2×1230

1.6×610

1.65×1733

2.3×1500

3.2×610

2.8×1280
2.6×1380

2.0×1450

1.6×1733

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

3.2×610

1.6×610

1.65×1638

1.6×1638

2.8×1275

3.2×1230

1.8×1450

対象規格：JFE-HC-GZ

5000 1000

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

対象規格：JFE-HA440-GZ

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

板幅（mm）

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

対象規格：JFE-CC-GZ

対象規格：JFE-CF-GZ

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

5000 1000

板
厚（

m
m
）

1500 2000

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

製造可能範囲

板幅（mm）

0.4×12400.4×610

2.8×1240

2.3×1540

0.45×1300

1.4×1830

0.6×1670

2.3×610

2.8×700

0.7×1830

0.6×16300.55×1500

1.6×1650

0.55×610

1.4×1820

0.65×1740

1.6×610

0.8×1820

0.7×1765

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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JFEガルバジンクの製造可能範囲　2
以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

対象規格：JFE-CA340-GZ

対象規格：JFE-CA440-GZ

対象規格：JFE-CA590R-GZ

2.3×700

0.4×1230

0.8×1640

0.4×760

2.0×610 2.0×1640

2.3×1340

0.5×1620
0.45×610

製造可能範囲

2.3×610

0.6×1280

1.0×1530

2.0×1530

2.3×1360

0.6×610

0.8×1380

製造可能範囲

2.6×700

0.6×1630
0.4×700

2.8×1340

2.3×1540
2.0×1640

2.8×760

0.65×1655

2.3×610

1.4×1670

0.9×1830

0.7×1830

0.55×15400.4×1240
0.5×610

製造可能範囲

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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JFEガルバジンクアロイの種類とその特長
JFEガルバジンクアロイは、溶融亜鉛めっき鋼板「JFEガルバジンク」を、合金化処理したもので、

塗装性、溶接性に一段と優れています。

高度な塗装・耐食性を要求される塗装下地用、および溶接性を必要とする用途にご使用ください。

公的規格商品

●日本工業規格（JIS）
名 称 記 号

Ｇ 3302　溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 SGHC, SGH400, SGCC, SGCH, SGCD, SGC400, 他

JFE規格商品

●熱延原板JFEガルバジンクアロイ（軟硬質）
名称 記号

構造用一種 JFE-H400-GA

構造用二種 JFE-H490-GA

一般用 JFE-HB-GA

加工用 JFE-HC-GA

絞り用 JFE-HD-GA

深絞り用 JFE-HE-GA

●冷延原板JFEガルバジンクアロイ（軟硬質）
名称 記号

構造用一種 JFE-C400-GA

構造用二種 JFE-C490-GA

一般用 JFE-CB-GA

加工用 JFE-CC-GA

絞り用 JFE-CD-GA

深絞り用 JFE-CE-GA

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GA

超深絞り用一種 JFE-CF-GA

超深絞り用二種 JFE-CG-GA

●熱延原板JFEガルバジンクアロイ（高張力鋼板）

名称
記号

(・・・ ： 強度レベル）

強度レベル（N/mm2）

310 370 400 440 490 590

一般加工用 JFE-HA・・・-GA ○ ○ ○ ○ ○ ○

高伸びフランジ型 JFE-HA・・・SF-GA ○

低降伏比型 JFE-HA・・・Y-GA ○

●冷延原板JFEガルバジンクアロイ（高張力鋼板）

名称
記号

(・・・ ： 強度レベル）

強度レベル（N/mm2）

340 370 390 440 490 590

一般加工用 JFE-CA･･･-GA ○ ○ ○ ○ ○

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA･･･H-GA ○

高降伏比型 JFE-CA･･･R-GA ○

深絞り用 JFE-CA･･･P-GA ○ ○ ○ ○

超深絞り用 JFE-CA･･･G-GA ○ ○ ○ ○

低降伏比型 JFE-CA･･･Y-GA ○

高伸びフランジ型 JFE-CA･･･SF-GA ○

●日本鉄鋼連盟規格（JFS）
名 称 記 号

Ａ 3041　自動車用合金化溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 JAH, JAC

J F E ガ ル バ ジ ン ク ア ロ イ

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●熱延原板JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 曲げ試験
穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ 
最小

N/mm2

伸び　　　　最小　%

内側半径
板厚　mm 板厚　　　　mm

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2以下

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2未満

3.2

構造用一種 JFE-H400-GA 295 400〜 490 18 − −

構造用二種 JFE-H490-GA 365 490 16 − −

一般用 JFE-HB-GA − − − (2t) −

加工用 JFE-HC-GA 205 195 270 35 36 37 − −

絞り用 JFE-HD-GA 195 185 270 37 38 39 − −

深絞り用 JFE-HE-GA 175 165 270 40 41 42 − −

一般加工用高張力 JFE-HA310-GA 205 195 310 36 37 − −

一般加工用高張力 JFE-HA370-GA 235 225 370 33 34 − −

一般加工用高張力 JFE-HA400-GA 255 245 400 31 32 33 − −

一般加工用高張力 JFE-HA440-GA 275 440 25 26 27 − −

一般加工用高張力 JFE-HA490-GA 315 490 21 22 23 24 − −

一般加工用高張力 JFE-HA590-GA 440 590 18 19 20 − − −

高伸びフランジ型高張力 JFE-HA440SF-GA 305 440 28 29 31 32 − （70）

低降伏比型高張力 JFE-HA590Y-GA 325 590 21 22 23 − −

（注）	1．引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板軟硬質JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

曲げ試験

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　% 内側半径

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

1.6以下 1.6超え

構造用一種 JFE-C400-GA 295 400〜 490 18 − − − − −

構造用二種 JFE-C490-GA 365 490 16 − − − − −

一般用　 JFE-CB-GA − − − − − − (1t) (2t)

加工用 JFE-CC-GA 185 175 165 270 35 36 37 38 39 40 41 42 − − − − −

絞り用 JFE-CD-GA 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） − − −

深絞り用 JFE-CE-GA 130 120 110 270 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） − − −

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GA 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 （1.3） （1.2） 30 − −

超深絞り用一種 JFE-CF-GA 120 110 100 270 44 45 46 47 48 49 50 51 1.5 1.4 − − −

超深絞り用二種 JFE-CG-GA 110 100 90 260 45 46 47 48 49 50 51 52 1.6 1.5 − − −

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．	厚さ 0.6mm未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

JFEガルバジンクアロイの製造規格

機械的性質（1）

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●熱延原板JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 曲げ試験
穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ 
最小

N/mm2

伸び　　　　最小　%

内側半径
板厚　mm 板厚　　　　mm

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2以下

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
3.2未満

3.2

構造用一種 JFE-H400-GA 295 400〜 490 18 − −

構造用二種 JFE-H490-GA 365 490 16 − −

一般用 JFE-HB-GA − − − (2t) −

加工用 JFE-HC-GA 205 195 270 35 36 37 − −

絞り用 JFE-HD-GA 195 185 270 37 38 39 − −

深絞り用 JFE-HE-GA 175 165 270 40 41 42 − −

一般加工用高張力 JFE-HA310-GA 205 195 310 36 37 − −

一般加工用高張力 JFE-HA370-GA 235 225 370 33 34 − −

一般加工用高張力 JFE-HA400-GA 255 245 400 31 32 33 − −

一般加工用高張力 JFE-HA440-GA 275 440 25 26 27 − −

一般加工用高張力 JFE-HA490-GA 315 490 21 22 23 24 − −

一般加工用高張力 JFE-HA590-GA 440 590 18 19 20 − − −

高伸びフランジ型高張力 JFE-HA440SF-GA 305 440 28 29 31 32 − （70）

低降伏比型高張力 JFE-HA590Y-GA 325 590 21 22 23 − −

（注）	1．引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

●冷延原板軟硬質JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

曲げ試験

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　% 内側半径

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

1.6以下 1.6超え

構造用一種 JFE-C400-GA 295 400〜 490 18 − − − − −

構造用二種 JFE-C490-GA 365 490 16 − − − − −

一般用　 JFE-CB-GA − − − − − − (1t) (2t)

加工用 JFE-CC-GA 185 175 165 270 35 36 37 38 39 40 41 42 − − − − −

絞り用 JFE-CD-GA 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 46 47 （1.2） （1.1） − − −

深絞り用 JFE-CE-GA 130 120 110 270 42 43 44 45 46 47 48 49 （1.4） （1.3） − − −

焼付硬化性絞り用 JFE-CH-GA 135 125 115 270 40 41 42 43 44 45 （1.3） （1.2） 30 − −

超深絞り用一種 JFE-CF-GA 120 110 100 270 44 45 46 47 48 49 50 51 1.5 1.4 − − −

超深絞り用二種 JFE-CG-GA 110 100 90 260 45 46 47 48 49 50 51 52 1.6 1.5 − − −

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。
	 2．	厚さ 0.6mm未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●冷延原板高張力JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　%

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CA340-GA 215 205 195 340 32 33 34 35 36 37 − − − −

一般加工用 JFE-CA370-GA 235 225 215 370 30 31 32 33 34 35 − − − −

一般加工用 JFE-CA390-GA 255 245 235 390 28 29 30 31 32 33 − − − −

一般加工用 JFE-CA440-GA 295 285 275 440 25 26 27 28 29 30 − − − −

一般加工用 JFE-CA490-GA 335 325 315 490 20 21 22 23 24 25 − − − −

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA340H-GA 195 185 175 340 33 34 35 36 37 38 （1.3） （1.2） 30 −

高降伏比型 JFE-CA590R-GA 440 430 420 590 − 13 14 15 16 17 − − − −

深絞り用 JFE-CA340P-GA 175 165 155 340 34 35 36 37 38 39 （1.4） （1.3） − −

深絞り用 JFE-CA370P-GA 195 185 175 370 − 33 34 35 36 37 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA390P-GA 215 205 195 390 − 31 32 33 34 35 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA440P-GA 255 245 235 440 − 27 28 29 30 31 （1.3） （1.2） − −

超深絞り用 JFE-CA340G-GA 165 155 145 340 − 35 36 37 38 39 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA370G-GA 185 175 165 370 − 33 34 35 36 37 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA390G-GA 205 195 185 390 − 31 32 33 34 35 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA440G-GA 245 235 225 440 − 27 28 29 30 31 1.5 1.4 − −

低降伏比型 JFE-CA590Y-GA 325 315 305 590 16 17 18 20 20 21 − − − −

高伸びフランジ型 JFE-CA440SF-GA 330 320 310 440 22 23 24 25 26 27 − − − 70

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は直角方向です。
	 2．	厚さ 0.6 ｍｍ未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

機械的性質（2）

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●冷延原板高張力JFEガルバジンクアロイ

名称 記号

引張試験 -r 値
最小 BH量

最小
N/mm2

穴拡げ率
λ

最小
％

降伏点または耐力　最小　N/mm2

引張強さ
最小

N/mm2

伸び  最小　%

板厚　mm 板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
2.8以下

0.4以上
0.6未満

0.6以上
0.8未満

0.8以上
1.0未満

1.0以上
1.2未満

1.2以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.5未満

2.5以上
2.8以下

0.5以上
1.0以下

1.0超え
1.6以下

一般加工用 JFE-CA340-GA 215 205 195 340 32 33 34 35 36 37 − − − −

一般加工用 JFE-CA370-GA 235 225 215 370 30 31 32 33 34 35 − − − −

一般加工用 JFE-CA390-GA 255 245 235 390 28 29 30 31 32 33 − − − −

一般加工用 JFE-CA440-GA 295 285 275 440 25 26 27 28 29 30 − − − −

一般加工用 JFE-CA490-GA 335 325 315 490 20 21 22 23 24 25 − − − −

焼付硬化性深絞り用 JFE-CA340H-GA 195 185 175 340 33 34 35 36 37 38 （1.3） （1.2） 30 −

高降伏比型 JFE-CA590R-GA 440 430 420 590 − 13 14 15 16 17 − − − −

深絞り用 JFE-CA340P-GA 175 165 155 340 34 35 36 37 38 39 （1.4） （1.3） − −

深絞り用 JFE-CA370P-GA 195 185 175 370 − 33 34 35 36 37 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA390P-GA 215 205 195 390 − 31 32 33 34 35 （1.3） （1.2） − −

深絞り用 JFE-CA440P-GA 255 245 235 440 − 27 28 29 30 31 （1.3） （1.2） − −

超深絞り用 JFE-CA340G-GA 165 155 145 340 − 35 36 37 38 39 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA370G-GA 185 175 165 370 − 33 34 35 36 37 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA390G-GA 205 195 185 390 − 31 32 33 34 35 1.6 1.5 − −

超深絞り用 JFE-CA440G-GA 245 235 225 440 − 27 28 29 30 31 1.5 1.4 − −

低降伏比型 JFE-CA590Y-GA 325 315 305 590 16 17 18 20 20 21 − − − −

高伸びフランジ型 JFE-CA440SF-GA 330 320 310 440 22 23 24 25 26 27 − − − 70

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は直角方向です。
	 2．	厚さ 0.6 ｍｍ未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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めっき付着量

●JIS規格商品
めっきの両面付着量表示記号 (F04) F06 F08 F10 F12

めっきの両面最小付着量
3点法 (g/m2)

(40) 60 80 100 120

相当めっき厚さ (mm) (0.008) 0.013 0.017 0.021 0.026

1）	めっき付着量の測定方法は JIS	H	0401の規定によります。
2）	F04についてはご相談ください。

●JFEガルバジンクアロイ
めっきの両面付着量表示記号 30/30 45/45 60/60 75/75 90/90 120/120

めっきの両面最小付着量
3点法 (g/m2)

40 60 80 100 120 180

1)	めっき付着量は JIS	H	0401の規定に従い、3点法で測定します。
2)	めっきの付着量にはめっき層中のＦ e分も含みます。
3)	上記以外の付着量についてはご相談ください。

化成処理

分類 区分 記号

クロメートフリー系
有機汎用 JC

無機汎用 JB

（注）無処理材の場合は、表示しないかまたは記号Mで表示します。

塗油

塗油の種類 記号

塗油 O

無塗油 X

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●熱延原板（熱延原板を用いた軟鋼の場合）	 	 	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

610以上
1,200未満

1,200以上
1,500未満

1,500以上
1,733以下

1.60以上 2.00未満 ±0.17 ±0.18 ±0.19

2.00以上 2.50未満 ±0.18 ±0.20 ±0.22

2.50以上 3.15未満 ±0.20 ±0.22 ±0.25

3.15以上 3.20以下 ±0.22 ±0.24 ±0.27

・	厚さの測定個所は、側縁から25mm以上離れた任意の点とします。

●冷延原板	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

610以上
630未満

630以上
1,000未満

1,000以上
1,250未満

1,250以上
1,600未満

1,600以上
1,830以下

0.40以上 0.60未満 ±0.06 ±0.06 ±0.06 ±0.07 ±0.08

0.60以上 0.80未満 ±0.07 ±0.07 ±0.07 ±0.07 ±0.08

0.80以上 1.00未満 ±0.07 ±0.07 ±0.08 ±0.09 ±0.10

1.00以上 1.25未満 ±0.08 ±0.08 ±0.09 ±0.10 ±0.12

1.25以上 1.60未満 ±0.09 ±0.10 ±0.11 ±0.12 ±0.14

1.60以上 2.00未満 ±0.11 ±0.12 ±0.13 ±0.14 ±0.16

2.00以上 2.50未満 ±0.13 ±0.14 ±0.15 ±0.16 ±0.18

2.50以上 2.80以下 ±0.15 ±0.16 ±0.17 ±0.18 ±0.21

寸法許容差

寸法許容差は JIS	Ｇ	3302を適用します。厚さの許容差を以下に示します。

厚さ許容差は原板の表示厚さに相当めっき厚さを加えた数値に対して適用します。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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JFEガルバジンクアロイの製造可能範囲　1
製造可能寸法の例を以下に示します。以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

●化成処理別製造可能寸法について

	 適用する化成処理によって製造可能範囲は異なります。

　別途、ご相談下さい。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

3.2×1230

1.6×610

1.65×1733

2.3×1500

3.2×610

2.8×1280
2.6×1380

2.0×1450

1.6×1733

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

3.2×610

1.6×610

1.65×1638

1.6×1638

2.8×1275

3.2×1230

1.8×1450

対象規格：JFE-HC-GA

5000 1000

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

対象規格：JFE-HA440-GA

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

板幅（mm）

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

対象規格：JFE-CC-GA

対象規格：JFE-CF-GA

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

5000 1000

板
厚（

m
m
）

1500 2000

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

製造可能範囲

製造可能範囲

板幅（mm）

0.4×12400.4×610

2.8×1240

2.3×1540

0.45×1300

1.4×1830

0.6×1670

2.3×610

2.8×700

0.7×1830

0.6×16300.55×1500

1.6×1650

0.55×610

1.4×1820

0.65×1740

1.6×610

0.8×1820

0.7×1765
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JFEガルバジンクアロイの製造可能範囲　2
以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

5000 1000

板幅（mm）

板
厚（

m
m
）

1500 2000

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

対象規格：JFE-CA340-GA

対象規格：JFE-CA440-GA

対象規格：JFE-CA590R-GA

2.3×700

0.4×1230

0.8×1640

0.4×760

2.0×610 2.0×1640

2.3×1340

0.5×1620
0.45×610

製造可能範囲

2.3×610

0.6×1280

1.0×1530

2.0×1530

2.3×1360

0.6×610

0.8×1380

製造可能範囲

2.6×700

0.6×1630
0.4×700

2.8×1340

2.3×1540
2.0×1640

2.8×760

0.65×1655

2.3×610

1.4×1670

0.9×1830

0.7×1830

0.55×15400.4×1240
0.5×610

製造可能範囲
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ガルバリウム鋼板の種類とその特長・製造規格
ガルバリウム鋼板は55％がアルミニウムで残りが亜鉛のめっきを施した鋼板で亜鉛めっき鋼板の3

〜6倍の耐久性があり、過酷な使用条件のもとでの耐久性に優れています。

また、耐熱性、熱反射性を有し、施設や機器の断熱材などの幅広い用途に適用できます。

公的規格商品

●日本工業規格（JIS）
名 称 記 号

G 3321　溶融 55％アルミニウム -亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 SGLHC, SGLCC, SGLH400, SGLCD, SGLC400, 他

JFE規格商品

●熱延原板ガルバリウム鋼板
名称 記号

構造用一種 JFE-H400-GL

一般用 JFE-HB-GL

●冷延原板ガルバリウム鋼板
名称 記号

構造用一種 JFE-C400-GL

構造用二種 JFE-C570-GL

一般用 JFE-CB-GL

加工用 JFE-CC-GL

絞り用 JFE-CD-GL

深絞り用 JFE-CE-GL

ガ ル バ リ ウ ム 鋼 板

機械的性質

原板 名称 記号

引張試験 曲げ試験

降伏点
または耐力

最小
N/mm2

引張強さ

最小
N/mm2

伸び　最小　％ 内側半径

板厚　mm 板厚　mm

0.4以上
0.6未満

0.6以上
1.0未満

1.0以上
1.6未満

1.6以上
2.0未満

2.0以上
2.3未満

1.6
以下

1.6
超え

熱延
構造用一種 JFE-H400-GL 245 400 − − − 18 18 − −

一般用 JFE-HB-GL − − − − − − − (1t) (1t)

冷延

構造用一種 JFE-C400-GL 245 400 18 18 18 18 − − −

構造用二種 JFE-C570-GL 500 570 − − − − − − −

一般用 JFE-CB-GL − − − − − −    − (1t) (1t)

加工用 JFE-CC-GL − 270 27 31 32 33 − − −

絞り用 JFE-CD-GL − 270 29 33 34 35 − − −

深絞り用 JFE-CE-GL − 270 30 34 35 36 − − −

（注）	1．	引張試験は JIS5号試験片を用い、引張試験方向は圧延方向です。	 						
	 2．	厚さ 0.6 ｍｍ未満については、ご指定のない場合は上記試験を省略いたします。	 						
	 3．	特性値のうち（　）内の数値は参考値です。

めっき付着量

●JIS規格商品
めっきの両面付着量表示記号 AZ90 AZ120 AZ150 AZ170

めっきの両面最小付着量 3点法 (g/m2) 90 120 150 170

相当めっき厚さ (mm) 0.033 0.043 0.054 0.062

1）	めっき付着量の測定方法は JIS	H	0401の規定によります。

●ガルバリウム鋼板
めっきの両面付着量表示記号 60/60 90/90

めっきの両面最小付着量 3点法 (g/m2) 80 120

1)	 めっき付着量は JIS	H	0401の規定に従い、
	 3点法で測定します。
2)		上記以外の付着量についてはご相談ください。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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●厚さの許容差（熱延原板を用いた一般の場合）	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

1,000未満
1,000以上
1,250未満

1.60以上 2.00未満 ±0.17 ±0.18

2.00以上 2.30以下 ±0.18 ±0.20

●	厚さの許容差（冷延原板を用いた場合）	 	 	 　　単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

630未満
630以上

1,000未満
1,000以上
1,250未満

0.25以上 0.40未満 ±0.05 ±0.05 ±0.05

0.40以上 0.60未満 ±0.06 ±0.06 ±0.06

0.60以上 0.80未満 ±0.07 ±0.07 ±0.07

0.80以上 1.0未満 ±0.07 ±0.07 ±0.08

1.0以上 1.25未満 ±0.08 ±0.08 ±0.09

1.25以上 1.60未満 ±0.09 ±0.09 ±0.11

1.60以上 2.00未満 ±0.11 ±0.12 ±0.13

2.00以上 2.30以下 ±0.13 ±0.14 ±0.15

1)	厚さの測定箇所は、側縁から25mm以上離れた任意の点とします。

寸法許容差

寸法許容差は JIS	Ｇ	3321を適用します。

JIS	Ｇ	3321の厚さの規定を以下に示します。

●厚さの許容差（熱延原板を用いた構造用の場合）	 単位：ｍｍ

幅
表示厚さ

1,250以下

1.60以上 2.00未満 ±0.20

2.00以上 2.30以下 ±0.21

化成処理

分類 区分 記号

クロメートフリー系 有機汎用 FJ

（注）無処理材の場合は、表示しないかまたは記号Mで表示します。

スパングル

表面スパングルは原則、

レギュラースパングルです。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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ガルバリウム鋼板の製造可能範囲
製造可能寸法の例を以下に示します。以下に示した範囲から外れる場合はご相談ください。

対象規格：ガルバリウム鋼板熱延原板一般用

500

2.3×610

1.6×610

2.3×1300

1.6×1370

0 1000

板幅 (mm)

板
厚
（

m
m
）

1500

製造可能範囲2.0

2.5

1.5

1.0

対象規格：ガルバリウム鋼板冷延原板一般用

500

1.6×610

0.35×610
0.25×762

1.6×1260

0.35×1220
0.27×1100

0.25×920

0 1000

板幅 (mm)

板
厚
（

m
m
）

1500

製造可能範囲

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

0.6×1260
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①	耐食性に優れています	 →	平板部	SST	72hr	の用途に適用可能です

②	スポット溶接が可能です	 →	従来材と遜色のない連続打点が可能です

③	クロメートを全く含みません	 →	環境規制の動きを先取りしています　

●	耐食性

塩水噴霧試験による評価例

クロメートフリー JC クロメートC

72時間後
平板部

48時間後
曲げ加工部

（内径3mmR）

●	溶接性

適正電流範囲の例（GAベースの例）

汎用型　有機クロメートフリー　JC

エコフロンティア シリーズ

特　長

※適正電流はクロメート材と異なる場合があり
　ますので、JCでの適正化が必要となります。

クロメートフリー
JC

クロメート C

6 7  8  9  10  11
溶接電流（kA）

クロメートフリー化成処理ご使用上の留意点

1）	脱脂、洗浄等により皮膜の溶解、変色等が生じるケースがございます。

	 ご使用する薬剤との相性を事前にご確認お願いします。

2）	連続的なロール加工、厳しい曲げ加工、深絞り時あるいは粘着テープの接着により、白化、皮膜剥離が

発生するケースがございます。事前に確認をお願いします。

3）	ロウ付け作業等の高温加熱により皮膜が損傷します。耐食性等の特性は、事前にご確認をお願いします。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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①	スポット溶接が可能です	 →	従来材と遜色のない連続打点が可能です

②	クロメートを全く含みません	 →	環境規制の動きを先取りしています

●	耐食性

塩水噴霧試験による評価例（GAベースの例）

クロメートフリー JB

48時間後
平板部

48時間後
曲げ加工部

（内径3mmR）

特　長

汎用型　無機クロメートフリー　JB

クロメートフリー化成処理ご使用上の留意点

1）	脱脂、洗浄等により皮膜の溶解、変色等が生じるケースがございます。

	 ご使用する薬剤との相性を事前にご確認お願いします。

2）	連続的なロール加工、厳しい曲げ加工、深絞り時あるいは粘着テープの接着により、白化、皮膜剥離が

発生するケースがございます。事前に確認をお願いします。

3）	ロウ付け作業等の高温加熱により皮膜が損傷します。耐食性等の特性は、事前にご確認をお願いします。

●	溶接性

適正電流範囲の例（GAベースの例）

※適正電流はクロメート材と異なる場合があり
　ますので、JBでの適正化が必要となります。

クロメートフリー
JB

クロメート C

6 7  8  9  10  11
溶接電流（kA）
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●	高温加熱後の外観

クロメートフリー化成処理ご使用上の留意点

1）	脱脂、洗浄等により皮膜の溶解、変色等が生じるケースがございます。

	 ご使用する薬剤との相性を事前にご確認お願いします。

2）	連続的なロール加工、厳しい曲げ加工、深絞り時あるいは粘着テープの接着により、白化、皮膜剥離が

発生するケースがございます。事前に確認をお願いします。

3）	ロウ付け作業等の高温加熱での外観変化は抑制されていますが、耐食性等の特性は、事前にご確認をお

願いします。

●	耐食性

塩水噴霧試験による評価例

クロメートフリー JM クロメート C

72
時間後

注）高温加熱により皮膜自体は損傷を受けます。

●	溶接性

適正電流範囲の例

無機クロメートフリー　JM

①	耐食性に優れています	 →	平板部SST	72hr の用途に適用可能です

②	高温加熱でも安定した外観	 →	高温による皮膜外観劣化を抑制します

③	スポット溶接が可能です	 →	従来材と遜色のない連続打点が可能です

特　長

30秒

自然放冷

500℃×30秒

※適正電流はクロメートと異なります。
　JMでの適正化が必要です。

クロメートフリー
JM

クロメート C

6 7  8  9  10  11

溶接電流（kA）
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·製造可能範囲

ご使用上の留意点

用　途

1)	脱脂、洗浄、加工用潤滑油、溶接、ろう付け等により、表面の溶解、変色等が生じるケースがございます。

	 事前にご確認をお願いします。

2)	厳しい曲げ加工や深絞り時には、白化、皮膜剥離が発生するケースがございます。事前にご確認をお願

いします。

①	建築部材：建築金物（住宅・非住宅）全般、PV用架台、道路・住宅設備、パイプ用素材、塗装原板

②	電機部材用途：換気扇側板、自動販売機内部部品、配電盤側板、モーターケース

③	自動車電装部品

高耐食性溶融めっき鋼板「エコガル Neo」

　エコガルNeoはZn−5%Al合金めっきに微量のマグネシウム（Mg）とニッケル（Ni）を添加することで、

Zn−5%Al合金めっき鋼板より優れた耐食性を実現したJIS	G	3317適合のめっき鋼板です。耐食性以外の

特性は、Zn−5%Al合金めっき鋼板やGIと同等の性能を示します。

①	高い耐食性	 →	現状GIに比べて耐食性が高いため、長寿命化や薄目付け化が可能です。

②	美麗な外観	 →	美麗な外観のため、後めっき／後塗装代替として使用可能であり、省工程化に貢献します。

③	優れた溶接性	→	スポット溶接、アーク溶接、ボス溶接など、どの溶接方式においてもGI 同等の優れた

	 	 溶接品質を得られます。

④	優れた加工性	→	めっき層が柔らかく、曲げ加工などでクラックが入りにくいため、GI同等の加工が可能

	 	 で、加工部耐食性にも優れます。

⑤	優れた耐アルカリ性	→	ガルバリウムと比較して、耐アルカリ性に優れます。畜舎、堆肥舎	など厳しい環	

	 境下での使用に適しています。

⑥	選べるクロメートフリー化成被膜	→	化成皮膜は環境に優しいクロメートフリーです。無機系（EX）と

	 	 有機系（EN）をご用意しました。有機系は耐食性を高めるととも	

	 	 に溶接部の外観を改善し、より一層使いやすくなりました。

特　長

4

3

2

1

0
500 1000

板幅（mm）

板
厚（
m
m
）

1500

製造可能範囲については、協議範囲もありますので、ご相談ください。
ハイテン材の製造可能範囲については、ご相談ください。

冷延原板
熱延原板
協議範囲

0.3×700 0.4×1285

3.2×620
3.2×700

3.0×1250

0.3×620 0.3×1227

0.4×1243

3.2×1285

2.3×1220

1.5×700 1.6×1250

2.3×700

1.5×1250

0.4×1250

3.2×1220
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エコガルNeoの品質性能

耐食性

エコガルNeo	クロメートフリー処理剤はGI クロメートフリー処理材よりも優れた耐食性を示します。

●	平板SST耐食性
SST240 時間後

エコガル Neo
EN GI JC ＊

Y18 Z18

SST1000 時間後

エコガル Neo
EN GI JC ＊

Y18 Z18

SST2500 時間後

エコガル Neo
EN

Y18

●カップ加工後SST耐食性

エコガル Neo
EX GI JC ＊

Y14 Z18

SST
240 時間

SST
480 時間

＊ JC：弊社 GI　有機汎用クロメートフリー

＊ JC：弊社 GI　有機汎用クロメートフリー

〔カップ成形条件〕
・ダ イ R：5mm ・し わ 押 さ え：750kgf
・パンチ R：5mm ・クリアランス：2.6mm

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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▶CCTサイクル
　塩水噴霧（5%NaCl,·35℃,·2 時間）·→　乾燥（60℃,··25%RH,·4 時間）·→　高温湿潤（50℃,·98%,·2 時間）

平板CCT試験

30 サイクル 50 サイクル 100 サイクル

エコガル Neo
EX

Y06

GI C

Z18

溶接性

●スポット溶接性

耐黒変性

エコガルNeo  EN

黒い印象をもつ領域

連続試験日数

白
色

度（
L

値
）

熱帯性気候地域保管 1 か月後レベル

65℃ 98%

85

80

75

70

65

60

55

50

45
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

エコガルNeo　EN
Y12

エコガルNeo　EN
Y27

6 8 10 12

溶接電流　kA

加 圧 力：400kgf 板　　厚：1.6mm
通電時間：16サイクル（50Hz） 電極形状：クロム銅　CF型　先端径6mm

適正溶接電流範囲

4√t 溶着散り発生

エコガルNeoの保管時の色調変化は
少なくなっております。

適正な調整により、
広い電流範囲でスポット溶接が可能です。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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梱包と表示

梱包と表示・規格名の表示方法・ご注文の手引き

●	梱包

薄鋼板は品種、コイル、シート別に適切

な梱包を行い、ご使用までの間商品を保

護いたします。

●	表示

薄鋼板の商品には、規格、寸法、質量、

製品番号などを記入したラベルが添付さ

れています。

ご注文の手引き

●ご注文の際は次の事項をお知らせください。

1 規格／寸法／数量／納期

2 表面処理／目付量

3 用途あるいは部品名

4 加工方法（プレス加工の場合は、プレス形状について出来るだけ詳細にお知らせください。）

5

質量・梱包

　●コイルの場合　：　コイル質量の上下限値／コイル外径の上限値／コイル内径／溶接部混入の可否

　●シートの場合　：　梱包ロットの質量上限値

6 その他　（表面仕上げ、エッジ種類、形状、塗油など）

規格名の表示方法

 SGCC＊NC-Z08 JM
 (A) (B) (C) (E) (F) (G)

 JFE-CC-GZ＊JM-60/60
 (A) (B) (C) (D) (E) (F)

(A)	規格名：	SG＝ JIS 溶融亜鉛めっき規格、JFE＝ JFE規格

(B)	使用原板：	C＝冷延鋼板、H＝熱延鋼板　

(C)	材質：	（JIS 規格の場合）		C ＝一般用、D1＝絞り1種、D2＝絞り2種、D3＝絞り3種

	 	 （JFE規格の場合）	B＝一般用、C＝加工用、D＝絞り用、E＝深絞り用

(D)	めっき種類：	GZ＝ JFEガルバジンク＝ JFEの溶融亜鉛めっき鋼板

(E)	 クロメートフリー化成処理の種類 (1)：	JIS 規格＝NC、JFE規格＝ JM	

(F)	 めっき量（表 /裏）　（上記は一例です。）

(G)	クロメートフリー化成処理の種類 (2)	：	JIS 規格NC相当の JFE規格＝ JM

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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ご使用上の注意

［保管］
●船荷を受け取りましたら湿分、水分の浸入を
調べてください。
	 もしあればすぐに乾かすようにしてください。
●切板、コイル、加工物の間に湿分、水分が浸
入しないように処置してください。
●できるだけ乾燥した場所に保管してください。
湿度の高いところでの長期保管や梱包が破れ
たままでの保管は、変色や錆の原因になりま
す。
●梱包の乱れは補修してください。
●輸送・保管中に圧力が加わった場合、亜鉛めっ
きの表面にアブレージョン（黒色の圧痕跡）
が生じる場合がありますので、輸送・保管に
は十分にご注意ください。

［取り扱い］
●取り扱いには手袋をするなど、できるだけ慎
重に行ってください。
●取り扱い不良によるスリ疵や油などの汚れは
塗装効果を妨げますので、ご注意ください。
●潤滑鋼帯は摩擦係数が小さいため、繰り返し
巻き戻し作業を行った場合など、コイル潰れ
が発生する場合がありますので、十分にご注
意ください。また、剪断後の鋼板についても、
衝撃を与えた場合、鋼板が崩れ落ちることも
考えられますので、ハンドリングなどは十分
な注意をお払い下さいますようお願いいたし
ます。

［加工］
●加工時に使用する潤滑油のなかには、亜鉛を
侵食する銘柄もあります。ご使用の際には試
験されることをおすすめします。

［溶接］
●高温ろう付けには、ニッケル黄銅系ろう材の
使用をおすすめします。

［脱脂］
●脱脂が不完全のまま塗装すると、塗装欠陥の
生ずる原因となりますので、十分に脱脂を行っ
てください。

●脱脂方法としては、中性洗剤、弱アルカリ脱
脂剤などのスプレーまたは浸漬による脱脂が
良好です。強アルカリ脱脂剤は表面を著しく
損傷しますので、お避け下さい。
●脱脂後の洗浄は充分に行って下さい。脱脂処
理後の板を清浄な水中に浸漬して引き上げた
際に、水の膜がはじける場合は脱脂が不完全
です。全面が均一に水で濡れた状態が得られ
るよう脱脂方法をご検討ください。

［塗装］
●塗装前の表面に汚れや異物などがありますと、
塗装不良の原因となります。充分洗浄してか
ら塗装してください。
●当社の亜鉛めっき鋼板には塗装性能を高める
ために化成処理を施してありますので、充分
な塗膜密着性が得られますが、一部の塗料の
中には亜鉛めっき鋼板とは充分な密着性の得
られないものがあります。予備試験でご確認
の上ご使用になることをおすすめします。い
ずれの場合もウオッシュプライマーの下塗り
を行いますとより安全です。

［黒変現象について］
●溶融亜鉛めっき鋼板（GZ：非アロイタイプ）
にはその材料特有の黒変現象が発生する事を
経験しています。
●黒変現象は、亜鉛表層の極く薄い亜鉛酸化被
膜の存在によって光の吸収、反射率が変化し、
その部分が黒く見える現象です。その部分の
品質は黒く見える以外は正常品と同等です。
●この薄い酸化被膜は時間の経過とともに成長
する性質があり、製造条件、製造後の環境条
件などによって黒変と認識されるまでの時間
が変化いたします。一般的には高温多湿条件
下で促進されます。
●黒変現象は避けられない現象ですが、材料の
塗油により、ある程度外気との接触を遮断す
ることで表面の酸化を遅らせることができま
す。またコイルやシート在庫中に進行するの
で、できるだけ早い時期のご使用をお願い致
します。

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET
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富山市桜橋通り3番1号（富山電気ビル3F）

広島市中区袋町4番21号（広島富国生命ビル7F）

高松市サンポ－ト2番1号（高松シンボルタワ－23F）

福岡市博多区店屋町1番35号（博多三井ビルディング2号館7F）

千葉市中央区新町3番地13（日本生命千葉駅前ビル5F）

横浜市中区住吉町2丁目22番（松栄関内ビル6F）

静岡市駿河区森下町1番35号（静岡MYタワー13F）

岡山市北区中山下1丁目8番45号（NTTクレド岡山ビル18F）

那覇市久茂地3丁目21番1号（國場ビル11F）

大 阪 支 社

名 古 屋 支 社

北 海 道 支 社

東 北 支 社

新 潟 支 社

北 陸 支 社

中 国 支 社

四 国 支 社

九 州 支 社

千 葉 営 業 所

神 奈 川 営 業 所

静 岡 営 業 所

岡 山 営 業 所

沖 縄 営 業 所

本　　　   社 〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目2番3号（日比谷国際ビル） TEL  03(3597)3111    FAX  03(3597)4860

HOT DIP GALVANIZED STEEL SHEET

溶融亜鉛めっき鋼板

2502R(2101) JTR

Cat.No.B1J-004-17
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